
9 月は、医療的ケア児も親もきょうだいも、み

んなが楽しめる、びわこファミリーレスパイトの

活動について、紹介していただきました。 

「親子レスパイト」とは、親と子が離れないで、

一緒に休息する機会を提供するものであること。 

生命の安全や健康の維持は大切ですが、子ども

の成長には、社会的経験がとても大切であること

への気付きとなる機会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 124 回ワーキンググループ会議（R6.9.26 ) 

「医療的ケア児（めでぃっこ）とともに 

 ～びわこファミリーレスパイトの挑戦～」 
●話題提供者 

くまだキッズ・ファミリークリニック 熊田 知浩 さん 

 

医療福祉の地域創造会議 事務局 

（滋賀県庁 医療福祉推進課内) 
Tel       077-528-3529 

e-mail  info@chiikisouzoukaigi-shiga.jp 

 

【次回ワーキンググループ会議】 

○日時：令和 6 年 10 月２4 日（木）18:30～20:00 

○場所：長浜まちづくりセンター（Ｗｅｂ可） 

○テーマ：「福祉とデザイン 

〜多分野協働をすすめるために～」 

○話題提供者：長浜市社会福祉協議会 山岡 伸次 さん 

「滋賀の医療福祉を守り育てる」県民フォーラム 

○日時：11 月 16 日(土)14 時～16 時 30 分 

○場所：ピアザ淡海 大ホール 

○内容： 

①川柳コンテスト表彰式 

  ②トークイベント  

「自分たちの暮らしに活用できる身近な情報をお届け」 

○ゲスト：滋賀県住みます芸人 「ファミリーレストラン」 

 

～びわこファミリーレスパイトの活動～ 
 

○ 日帰りレスパイト・・・ 普段の生活の中で 

「みんながやってる」体験を 

○ 宿泊レスパイト・・・・ 非日常の空間で 

「ここでしかできない」体験を 

 日帰りレスパイト 

・お花見会（近江八幡国民休暇村） 

・在宅 1-2 年生の新年会（近江神宮） 

・気管切開の子どもと家族の運動会 

・クリスマスパーティ 

・在宅人工呼吸器・医療講演会 

 

 

○家族も一緒に！ 

○子どもが冒険する！ 

○インクルーシブな社会！ 

・親と子が離れない休息の中での、子ども達の笑顔が素晴ら

しい。 

・陶芸までのイメージはあったが、運動会や海水浴までする

というのは想像を超えていた。参加したみんながイキイキ

していた。安全も大事だが、子供の成長にはちょっと危な

いとこを乗り越えたという経験も大事と感じた。 

・体験することが大事であり、あれが出来ない、これが出来

ない、ではなく、どうしたら出来るか？を考える必要があ

る。 

・子どもが体験していくためには医療的ケア児についてみん

なに広く知ってもらい、障害があっても医療的ケアがあっ

ても特別なことではなく、ごく普通の身近なことであると

捉えられる共生社会が実現できればと思う。 

・医療職でないとなかなか直接取組に関わることが難しいか

もしれないが、このような取り組みがされているというこ

とを広く周知していくことで、一つ担い手になれるのでは

ないか。 

・障害があってもこのようなことを当たり前のように行える

支援体制の拡充、社会とのつながりを持てるサポートを継

続して行っていきたい。 

・やってみようとする先生の冒険がすごいし、それを支えて

いるスタッフもすごい！ 

・このような取り組みを知らなかったのでアンテナ高くして

いきたい。 

・新しい福祉用具も、どんどん開発されているので、積極的

に活用していくと良いと思った。 

・地域で生活する医療的ケア児が増えている実感があり、支

援体制が整いつつあると感じている。一方、在宅生活の大

変さを垣間見ることもある。 

・助産師からの声として、産後ケアのショートステイにおけ

るきょうだいへの対応も体制がまだ充分ではない。 

・移動が大変という話があったが、ショートステイや放課

後デイの移動準備だけでも大変である。専門職以外の人

にもたくさん知ってもらえるとサポートできることも増

えるのではないか。 

・医療的ケア児に関する話であったが高齢者や障害者にも

活かせる考え方ではないか。 

宿泊レスパイト 

・近江八幡国民休暇村 

・比叡山延暦寺 

 

他団体とのコラボレーション 

・奈良親子レスパイトハウス 

・沖縄一般社団法人 Kukuru 

・北海道そらぷちキッズキャンプ 

 

安全の考え方は職種によっても違う。知らなければ安

全のハードルは高くなる。100％安全なんてない。危険

因子ばかりに目がいくと、何もできない。冒険してみる

事がなければ、子ども達の成長につながらない。 

インクルーシブの観点から言うと、医療的ケア児も、

普通学級に通うことで、子ども達の中で友達として接し

て、出来ない部分を補う関係が出来上がっている。これ

こそが子ども達の成長である。 

みんなが少しずつでも手助けすることで医療的ケア児

が外に出て、遊び・学びや出会いを楽しめるような地

域・社会になっていくことを期待している。 

～びわこファミリーレスパイトの理念～ 
 
めでぃっこ（医療的ケア児）と家族が共に笑顔で過ごせる特別

な時間を提供し、子どもたちには医療スタッフが見守る中で

冒険して挑戦することの楽しさを体験してもらいたい！ 


